
【
執
筆
者
の
紹
介
】

大
正
十
二
年
　
三
重
県
津
市
に
て
出
生

昭
和
十
六
年
　
旧
制
中
学
校
卒
業

昭
和
十
九
年
　
関
東
綏
陽
第
八
六
八
部
隊
国
境
守
備
隊
に
配
属

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
　
終
戦
を
知
ら
ず
し
て
行
動
中
に
ソ

連
軍
と
交
戦
、
多
数
の
戦
死
者
を

出
す

九
月
　
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
収
容
所
を
経
て
ロ
ン
ド

コ
ー
に
移
動

昭
和
二
十
二
年
六
月
　
舞
鶴
港
へ
上
陸
、
帰
国

氏
の
執
筆
体
験
記
を
十
二
枚
の
水
彩
画
に
表
現
せ
し
油
絵

は
、
当
時
の
惨
状
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
三
重
県
津
市
で
の

シ
ベ
リ
ア
抑
留
展
に
展
示
さ
れ
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
、
平
成
十
一
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た(

財)

全
抑
協

愛
知
支
部
の
役
員
と
し
て
最
大
の
御
協
力
と
御
活
躍
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

（
岐
阜
県
　
鈴
木
善
三
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

岐
阜
県
　
佐
々
木
博
夫
　 

私
た
ち
三
七
五
九
部
隊
は
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
五

月
ご
ろ
東
安
か
ら
通
化
に
移
動
し
た
。
八
月
十
五
日
、
部
隊
長

の
命
令
で
全
員
ラ
ジ
オ
の
前
に
集
合
せ
よ
と
の
こ
と
で
、
陛
下

の
玉
音
放
送
を
聞
き
、
そ
の
後
涙
を
流
し
な
が
ら
詳
し
く
話
さ

れ
た
。
こ
の
後
ど
う
な
る
こ
と
か
、
全
員
た
だ
ぼ
う
然
と
し

た
。
そ
の
後
兵
舎
の
使
役
で
日
を
送
る
。
そ
の
後
何
日
か
し

て
、
つ
い
に
ソ
連
兵
に
よ
り
武
装
解
除
。
広
場
に
兵
器
は
山
と

積
ま
れ
た
。
部
隊
長
の
話
で
は
、
我
々
は
ソ
連
の
命
に
よ
り
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
日
本
に
帰
す
と
の
こ
と
で
、
吉
林
大
学

に
集
結
す
る
と
の
こ
と
。

吉
林
大
学
に
来
て
み
れ
ば
、
先
に
来
て
い
る
兵
隊
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
っ
た
。
何
日
か
し
て
切
符
の
要
ら
な
い
貨
車
列
車
で
着

い
た
所
は
黒
河
で
あ
っ
た
。
船
で
河
を
渡
り
、
ソ
連
に
入
る
。

十
月
九
日
だ
っ
た
と
思
う
が
、
忘
れ
た
。
四
十
ト
ン
か
五
十
ト



ン
か
知
ら
な
い
が
満
鉄
の
貨
車
よ
り
一
回
り
大
き
い
よ
う
な
気

が
し
た
。
二
段
棚
に
し
て
何
人
乗
っ
た
か
記
憶
は
な
い
が
、
相

当
詰
め
込
ま
れ
た
。
も
う
だ
い
ぶ
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
近
づ

い
た
だ
ろ
う
な
、
内
地
の
話
や
色
々
話
し
て
い
た
あ
る
と
き
、

誰
か
が
、
オ
ー
イ
海
が
見
え
る
ぞ
と
叫
ん
だ
。
あ
る
兵
は
、
こ

れ
は
違
う
ぞ
、
こ
れ
は
バ
イ
カ
ル
湖
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
で
は

反
対
方
向
だ
。
哀
れ
夢
消
さ
れ
た
か
。
何
が
東
京
ダ
モ
イ
だ
、

や
は
り
ソ
連
人
だ
、
よ
く
わ
か
っ
た
。

引
込
線
へ
入
っ
て
は
停
車
一
時
間
、
二
時
間
と
繰
り
返
し
、

二
十
五
、
六
日
は
か
か
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
で
下
車
と
言
わ
れ

た
所
が
バ
ル
ナ
ウ
ル
。
オ
ビ
川
上
流
と
の
こ
と
。
赤
レ
ン
ガ
作

り
の
収
容
所
。
周
囲
を
鉄
条
網
と
高
い
板
塀
で
囲
み
、
要
所
要

所
に
や
ぐ
ら
が
立
ち
、
中
に
警
備
兵
が
自
動
小
銃
を
抱
い
て
監

視
し
て
い
る
。
中
に
入
る
と
豆
電
球
が
所
々
に
下
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ペ
ー
チ
カ
も
所
々
に
あ
っ
た
。
蚕
棚
式
で
二
段
で

寝
る
こ
と
が
で
き
た
。
長
旅
の
疲
れ
と
空
腹
で
身
も
心
も
く
た

く
た
に
疲
れ
果
て
夕
食
を
待
っ
て
い
る
と
、
や
が
て
出
て
来
た

も
の
は
小
さ
な
馬
鈴
薯
二
個
が
入
っ
た
岩
塩
の
ス
ー
プ
、
こ
れ

が
夕
食
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
皮
の
つ
い
た
ア
ワ
の
粥
に
黒

パ
ン
二
百
五
十
グ
ラ
ム
一
切
れ
、
こ
れ
で
は
生
き
て
帰
れ
る
か

と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

毎
朝
作
業
に
出
る
と
き
、
ソ
連
の
兵
が
五
列
に
並
ば
せ
、
ア

ジ
ン
、
ド
ヴ
ァ
、
ト
リ
ー
と
数
え
て
い
く
が
、
前
後
の
区
別
が

わ
か
ら
な
く
な
り
、
ま
た
や
り
直
し
、
三
十
分
も
四
十
分
も
か

か
っ
た
。
零
下
三
十
度
の
中
、
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
な
が
ら
、

ヨ
ポ
イ
マ
ー
チ
（
こ
の
馬
鹿
野
郎
）
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
ナ
ー
ダ
（
早

く
や
れ
）
と
み
ん
な
で
苦
情
タ
ラ
タ
ラ
、
毎
朝
の
苦
痛
の
時
間

で
あ
っ
た
。

二
十
一
年
十
月
ご
ろ
、
痔
が
出
て
歩
く
こ
と
に
苦
労
し
た

が
、
痔
の
患
者
は
ど
ん
な
に
病
状
が
悪
化
し
て
も
作
業
は
休
む

こ
と
は
で
き
な
い
。
戦
友
か
ら
、
石
を
焼
き
痔
に
当
て
る
と
良

く
な
る
と
聞
き
、
作
業
の
帰
り
に
石
を
持
っ
て
帰
り
、
ペ
ー
チ

カ
で
焼
き
、
当
て
た
。
気
持
ち
良
く
な
っ
た
。
左
手
で
当
て
て

寝
る
。
そ
の
こ
と
か
ど
う
か
は
分
か
ら
ぬ
が
、
左
手
首
か
ら
先

が
ポ
ン
ポ
ン
に
腫
れ
て
痛
か
っ
た
。
ソ
連
軍
医
者
に
見
て
も

ら
っ
た
ら
、
ニ
ー
ハ
ラ
シ
ョ
ス
パ
ー
チ
ナ
ー
ダ
（
良
く
な
い
か

ら
休
み
な
さ
い
）
と
の
こ
と
。
そ
れ
か
ら
半
月
程
度
休
む
こ
と

が
で
き
、
痔
も
よ
く
な
っ
た
。



オ
ビ
川
船
上
の
材
木
お
ろ
し
、
鉄
道
工
事
、
石
灰
貨
車
お
ろ

し
、
金
属
工
場
作
業
、
建
築
土
木
工
事
、
レ
ン
ガ
工
場
作
業
。

ダ
バ
イ
ダ
バ
イ
（
早
く
早
く
）

、
ビ
ス
ト
ラ
、
ビ
ス
ト
ラ
の
強

制
労
働
、
死
と
の
背
中
合
わ
せ
の
毎
日
で
あ
っ
た
。

あ
る
と
き
、
工
場
の
カ
ル
ト
ウ
シ
カ
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
の
選

別
に
行
っ
た
と
き
、
ニ
ン
ジ
ン
の
選
別
も
せ
よ
と
の
こ
と
。
そ

の
と
き
ニ
ン
ジ
ン
を
生
で
食
べ
た
。
そ
の
う
ま
い
こ
と
。
日
本

の
柿
の
よ
う
な
味
。
食
べ
た
食
べ
た
。
腹
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
い

た
。
そ
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
帰
り
に
ズ
ボ
ン
の
中
に
入
れ
て
帰

り
、
ペ
ー
チ
カ
で
焼
き
、
戦
友
達
と
分
け
食
べ
た
。
み
ん
な
大

変
喜
ん
で
く
れ
た
。

二
十
二
年
三
月
頃
に
な
る
と
、
作
業
に
行
っ
た
所
々
で
ロ
シ

ア
人
が
、
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
ス
コ
ラ
ダ
モ
イ
（
近
い
う
ち
に
日
本

人
兵
隊
は
日
本
に
帰
る
）
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
か

ら
、
民
主
化
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
皆
が
口
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
共
産
主
義
が
良
い
と
い
う
事
を
言
わ
な
い
と
早
く
帰

れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
み
ん
な
が
そ
の
方
向
に
進
む

よ
う
に
な
っ
た
。
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

四
月
初
め
頃
、
ソ
連
将
校
と
通
訳
で
聞
き
取
り
調
査
が
始

ま
っ
た
。
私
の
番
で
、
○
○
会
社
の
労
働
者
と
言
う
。
そ
の

後
、
何
日
か
た
っ
た
あ
る
日
、
ソ
連
将
校
よ
り
、
今
こ
こ
に
集

合
し
た
皆
さ
ん
は
東
京
へ
ダ
モ
イ
だ
、
元
気
で
帰
る
よ
う
に
と

話
が
あ
っ
た
。
み
ん
な
が
、
う
わ
あ
、
ス
パ
シ
ー
ボ
、
ス
パ

シ
ー
ボ
と
涙
し
て
歓
声
を
上
げ
た
。

五
月
初
め
ご
ろ
、
東
京
ダ
モ
イ
で
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
ナ
ホ

ト
カ
に
着
い
た
。
ナ
ホ
ト
カ
で
は
あ
ま
り
民
主
教
育
は
な
か
っ

た
。
五
月
上
旬
に
待
ち
に
待
っ
た
乗
船
命
令
が
あ
り
乗
船
で
き

た
。
日
本
女
性
の
方
々
よ
り
、
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
で
本
当
に
日
本
に
帰
れ
る
の
だ
。
涙
、
涙
、
笑
顔
、
感
激

の
喜
び
、
悪
夢
の
よ
う
な
シ
ベ
リ
ア
よ
り
無
事
帰
れ
た
。
船
の

名
は
恵
山
丸
。
二
日
目
か
二
日
半
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
、
あ
っ
、

島
だ
、
島
が
見
え
る
ぞ
お
ー
と
声
が
上
が
っ
た
。
み
ん
な
甲
板

に
出
る
。
見
え
た
、
見
え
ま
し
た
、
夢
に
見
た
島
だ
。
青
々
と

し
た
麦
畑
、
藁
葺
屋
根
の
家
、
木
々
の
新
芽
、
青
一
色
の

山
々
、
緑
が
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
。

米
兵
の
二
世
に
色
々
と
調
査
を
受
け
、
京
都
、
名
古
屋
、
中

央
線
中
津
川
に
到
着
し
た
。
夜
十
一
時
頃
、
一
人
と
ぼ
と
ぼ
と

駒
場
実
家
に
着
い
た
。
家
を
出
て
か
ら
五
年
、
そ
の
ま
ま
の
家



だ
っ
た
。
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
一
芝
居
う
と
う
と
思
い
、
玄
関

の
戸
を
ト
ン
ト
ン
、
ト
ン
ト
ン
と
た
た
く
。
中
の
方
よ
り
誰
か

が
何
か
用
か
と
聞
い
て
く
る
声
が
し
た
。「
す
み
ま
せ
ん
、
二
、

三
日
何
も
食
べ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
今
夜
一
夜
庭
の
隅
を
お

借
り
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
」「
だ
め
、
だ
め
、
誰
だ
」
と
言

い
、
弟
達
が
出
て
来
た
。
あ
れ
、
兄
ち
ゃ
ん
や
、
本
当
か
、
兄

ち
ゃ
ん
や
な
と
飛
び
つ
い
て
き
て
、
抱
き
合
っ
て
声
を
上
げ
て

泣
い
た
。
父
母
も
元
気
で
い
た
。
よ
う
帰
っ
て
こ
れ
た
な
、
父

は
神
棚
に
灯
明
し
て
長
々
と
頭
を
下
げ
て
い
た
。
み
ん
な
で
朝

ま
で
色
々
と
話
し
合
っ
た
。
そ
し
て
夢
に
ま
で
見
た
米
の
御
飯

と
母
の
料
理
を
涙
し
て
か
み
し
め
た
。

最
後
に
、
異
国
の
地
に
永
眠
さ
れ
た
数
多
く
の
皆
様
の
御
霊

に
心
よ
り
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

佐
々
木
氏
は
大
正
十
年
一
月
、
十
二
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て

生
を
受
け
、
昭
和
十
八
年
五
月
、
名
古
屋
中
部
第
八
部
隊
に
入

隊
の
後
、
渡
満
。
東
安
省
、
東
安
第
三
七
五
九
部
隊
に
所
属
、

国
境
警
備
に
従
事
。
昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
。
昭
和
二
十
二
年
五
月
、
復
員
。

帰
国
後
、
出
征
前
の
会
社
、
王
子
製
紙
に
復
職
し
、
六
十
五

歳
で
定
年
退
職
。

現
在
は
元
気
な
孫
達
に
も
恵
ま
れ
、
近
所
の
農
家
の
休
耕
田

を
預
か
っ
て
野
菜
作
り
に
励
み
、
幸
福
で
す
、
家
族
の
笑
顔
が

何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
、
と
淡
々
と
語
る
彼
の
日
焼
け
し
た
顔
が

印
象
的
で
し
た
。

中
津
川
支
部
の
会
員
と
し
て
県
連
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参

加
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
人
材
で
す
。

（
岐
阜
県
　
鈴
木
善
三
）

一
兵
士
の
虜
行
記
　 

愛
■
県
　
稲
見
正
　 

は
じ
め
に

私
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
、
満
州
の

北
端
、
北
緯
五
十
一
度
を
越
す
黒
龍
江
の
上
流
に
あ
る
法
別
拉

（
ホ
ウ
ベ
ラ
）
で
大
東
亜
戦
争
開
戦
の
大
詔
を
承
り
、
昭
和
二




